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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
隣接する二辺に受部が形成される共に、この受部に挿入可能な挿入脚部が他の二辺に形成
された、正方形の平面形状を有する床材の少なくとも一辺に沿って、端仕舞用の第一部材
と第二部材が平行に設けられた端仕舞構造であって、
第一部材は、その高さが床材の高さと同一で、片側に床材の受部に挿入可能な挿入脚部が
形成されると共に、反対側に床材の挿入脚部を挿入可能な受部が形成されたものであり、
第二部材は、その片側の高さが第一部材の高さと同一で、上面が片側から反対側に向かっ
て低くなるように傾斜したものであり、
第一部材の挿入脚部を床材の受部に挿入するか、又は、第一部材の受部に床材の挿入脚部
を挿入することによって、第一部材が床材の少なくとも一辺に沿って取付けられていると
共に、第二部材の片側が第一部材に取付けられている、
ことを特徴とする床材の端仕舞構造。
【請求項２】
第一部材の上面に開口部が形成されると共に、開口部の底に止具孔及び／又は接着剤注入
部が形成されており、止具孔から床面にねじ込むか打ち込んだ止具、及び／又は、接着剤
注入部に注入した接着剤によって、第一部材が床面に固着されていることを特徴とする請
求項１に記載の床材の端仕舞構造。
【請求項３】
第二部材の傾斜した上面の片側から被覆片が突設されており、この被覆片によって、第一
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部材の上面に形成された開口部が覆われていることを特徴とする請求項２に記載の床材の
端仕舞構造。
【請求項４】
隣接する二辺に受部が形成される共に、この受部に挿入可能な挿入脚部が他の二辺に形成
された、正方形の平面形状を有する床材の少なくとも一辺に沿って平行に設けられる第一
部材と第二部材から成る端仕舞部材であって、
第一部材は、その高さが床材の高さと同一で、片側に床材の受部に挿入可能な挿入脚部が
形成されると共に、反対側に床材の挿入脚部を挿入可能な受部が形成されたものであり、
第二部材は、その片側の高さが第一部材の高さと同一で、上面が片側から反対側に向かっ
て低くなるように傾斜したものである、
ことを特徴とする床材の端仕舞部材。
【請求項５】
第一部材の上面に開口部が形成されると共に、開口部の底に止具孔及び／又は接着剤注入
部が形成されていることを特徴とする請求項４に記載の床材の端仕舞部材。
【請求項６】
第二部材の傾斜した上面の片側から、第一部材の上面の開口部を覆う被覆片が突設されて
いることを特徴とする請求項５に記載の床材の端仕舞部材。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、バルコニーなどの床面に敷設される床材の端仕舞構造とその端仕舞部材に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
近年、バルコニーなどの床面に合成樹脂製の床材を敷設し、その上に鉢植え植物や屋外用
テーブルなどを置いてガーデニングを楽しむ家庭が多くなってきた。
【０００３】
このバルコニーなどの床面に敷設される床材として、従来から種々のタイプの床材が開発
されており、本出願人も、合成樹脂製のベース材の表面にタイルや天然木あるいは合成樹
脂成形品からなる表面材を貼付けた、正方形の平面形状を有する化粧用の床材を既に開発
した。この床材は、隣接する二辺に受部が形成され、該受部に挿入可能な挿入脚部が他の
二辺に形成されたものであって、縦横に並べられた床材の挿入脚部を隣接する床材の受部
に挿入して互いに連結しながら敷設できるものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来からバルコニー等の屋外用として開発されている床材は、いずれも厚
さ（高さ）が数ｃｍ程度あり、本出願人が開発した上記床材も厚さが２．８ｃｍとかなり
厚いため、これらの床材を広いバルコニーの床面に部分敷きした場合には、床面と床材表
面との間に大きい段差が生じ、歩行者が躓きやすいという問題があった。
【０００５】
また、上記のように大きい段差が生じると、強い横風を受けたときに床材が吹き飛ばされ
るという問題があり、これを防止するために例えばワイヤーで床材を固定するなどの対策
が採られているようであるが、施工が面倒で体裁も良くないため有効な対策とは言い難い
ものである。
【０００６】
本発明は上記の問題に対処すべくなされたもので、その目的とするところは、歩行者が躓
きにくく横風によって床材が吹き飛ばされない施工性に優れた床材の端仕舞構造と、その
端仕舞部材を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
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前記目的を達成するため、本発明の請求項１に係る床材の端仕舞構造は、隣接する二辺に
受部が形成される共に、この受部に挿入可能な挿入脚部が他の二辺に形成された、正方形
の平面形状を有する床材の少なくとも一辺に沿って、端仕舞用の第一部材と第二部材が平
行に設けられた端仕舞構造であって、
第一部材は、その高さが床材の高さと同一で、片側に床材の受部に挿入可能な挿入脚部が
形成されると共に、反対側に床材の挿入脚部を挿入可能な受部が形成されたものであり、
第二部材は、その片側の高さが第一部材の高さと同一で、上面が片側から反対側に向かっ
て低くなるように傾斜したものであり、
第一部材の挿入脚部を床材の受部に挿入するか、又は、第一部材の受部に床材の挿入脚部
を挿入することによって、第一部材が床材の少なくとも一辺に沿って取付けられていると
共に、第二部材の片側が第一部材に取付けられていることを特徴とするものである。
【０００８】
この床材の端仕舞構造では、第二部材の傾斜した上面により段差が解消されてスロープが
形成されるため、歩行者が躓く心配はなくなる。そして、横風が吹いたときには、第二部
材の傾斜した上面が風圧で押さえられ、横風が傾斜した上面沿いに吹き上がって逃げるた
め、床材や第一部材や第二部材が簡単に吹き飛ばされる心配はない。また、受部が形成さ
れた床材の一辺に対する第一部材の取付けは、第一部材の挿入脚部を床材の受部に挿入し
て連結するだけで簡単に行うことができ、一方、挿入脚部が形成された床材の一辺に対す
る第一部材の取付けは、第一部材を１８０度反転させ、その受部に床材の挿入脚部を挿入
して連結するだけで簡単に行うことができるため、この端仕舞構造は施工が容易である。
【０００９】
次に、本発明の請求項２に係る床材の端仕舞構造は、上記請求項１の端仕舞構造において
、第一部材の上面に開口部が形成されると共に、開口部の底に止具孔及び／又は接着剤注
入部が形成されており、止具孔から床面にねじ込むか打ち込んだ止具、及び／又は、接着
剤注入部に注入した接着剤によって、第一部材が床面に固着されていることを特徴とする
ものである。
【００１０】
この端仕舞構造では、床材に取付けられた第一部材が止具及び／又は接着剤によって床面
に固着され、この固着された第一部材に第二部材が取付けられているので、床材、第一部
材、第二部材の横風による飛散を確実に防止することができる。
【００１１】
次に、本発明の請求項３に係る床材の端仕舞構造は、上記請求項２の端仕舞構造において
、第二部材の傾斜した上面の片側から被覆片が突設されており、この被覆片によって、第
一部材の上面に形成された開口部が覆われていることを特徴とするものである。
【００１２】
この端仕舞構造では、第一部材の開口部が第二部材の被覆片で被覆され、開口部を通して
止具や接着剤注入部が見えなくなるので、体裁が向上する。
【００１３】
次に、本発明の請求項４に係る床材の端仕舞部材は、隣接する二辺に受部が形成される共
に、この受部に挿入可能な挿入脚部が他の二辺に形成された、正方形の平面形状を有する
床材の少なくとも一辺に沿って平行に設けられる第一部材と第二部材から成る端仕舞部材
であって、
第一部材は、その高さが床材の高さと同一で、片側に床材の受部に挿入可能な挿入脚部が
形成されると共に、反対側に床材の挿入脚部を挿入可能な受部が形成されたものであり、
第二部材は、その片側の高さが第一部材の高さと同一で、上面が片側から反対側に向かっ
て低くなるように傾斜したものであることを特徴としている。
【００１４】
このような第一部材と第二部材から成る端仕舞部材は、第一部材の挿入脚部を床材の受部
に挿入するか、又は、第一部材の受部に床材の挿入脚部を挿入することによって、床材の
少なくとも一辺に第一部材が取付けられ、この第一部材に第二部材の片側が取付けられて
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上記請求項１の端仕舞構造が施工される。そして、前述したように第二部材の傾斜した上
面により段差を解消して歩行者が躓くのを防止すると共に、第二部材の傾斜した上面沿い
に横風を逃がして床材や第一部材や第二部材の飛散を防止する。
【００１５】
次に、本発明の請求項５に係る床材の端仕舞部材は、上記請求項４の端仕舞部材において
、第一部材の上面に開口部が形成されると共に、開口部の底に止具孔及び／又は接着剤注
入部が形成されていることを特徴とするものである。
【００１６】
このような端仕舞部材では、床材に取付けられた第一部材が、止具孔から床面にねじ込む
か打ち込んだ止具、及び／又は、接着剤注入部に注入した接着剤によって床面に固着され
るため、横風による飛散を確実に防止することができる。
【００１７】
次に、本発明の請求項６に係る床材の端仕舞部材は、上記請求項５の端仕舞部材において
、第二部材の傾斜した上面の片側から、第一部材の上面の開口部を覆う被覆片が突設され
ていることを特徴とするものである。
【００１８】
このような端仕舞部材では、第一部材に第二部材を取付けたとき、第一部材の開口部が第
二部材の被覆片によって被覆され、開口部を通して止具や接着剤注入部が見えなくなるた
め、体裁が向上する。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の具体的な実施形態を詳述する。
【００２０】
図１は本発明の一実施形態に係る床材の端仕舞構造を示した部分斜視図、図２は同端仕舞
構造の分解部分斜視図、図３は同端仕舞構造に用いる床材の平面図、図４は同端仕舞構造
に用いる第一部材の平面図、図５は同第一部材の正面図、図６は同第一部材の背面図、図
７は同第一部材の右側面図、図８は図４のＡ－Ａ線拡大断面図、図９は図４のＢ－Ｂ線拡
大断面図、図１０は図４のＣ－Ｃ線拡大断面図、図１１は同端仕舞構造に用いる第二部材
の平面図、図１２は同第二部材の正面図、図１３は同第二部材の右側面図、図１４は図１
１のＤ－Ｄ線拡大断面図、図１５は図１１のＥ－Ｅ線拡大断面図、図１６は受部が形成さ
れた床材の一辺における端仕舞構造を示す断面図、図１７は挿入脚部が形成された床材の
一辺における端仕舞構造を示す断面図である。
【００２１】
図１、図２に示す床材の端仕舞構造は、バルコニーなどの床面に敷設された合成樹脂製の
正方形の平面形状を有する床材１の少なくとも一辺（図では二辺）に沿って、本発明の端
仕舞部材である第一部材２と第二部材３が平行に設けられたものである。
【００２２】
この床材１は、図１、図２、図３に示すように、上面に９枚のタイル１ａを貼付けたもの
で、床材１の隣接する二辺には方形枠状の受部１ｂが複数個（図では６個）ずつ側方に突
き出して形成されており、他の二辺には上記受部１ｂに挿入可能な挿入脚部１ｃが複数本
（図では６本）ずつ形成されている。
【００２３】
そして、この床材１はバルコニーなどの床面に縦横に並べられ、各床材の受部１ｂに隣り
の床材の挿入脚部１ｃが挿入されて、互いに連結された状態で敷設されている。この床材
１の挿入脚部１ｃの両側面には小さな抜け防止爪（不図示）が突設され、上記のように挿
入脚部１ｃが受部１ｂに挿入されると、この抜け防止爪が受部１ｂに下方から係合して挿
入脚部１ｃが抜けないようになっている。
【００２４】
この実施形態に使用する床材１は、上記のようにタイル１ａを上面に貼付けたものである
が、天然木あるいは合成樹脂成形品からなる表面材を上面に貼付けた床材なども勿論使用
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することができる。
【００２５】
前記の第一部材２は、図１、図１６、図１７に示すように床材１と同じ高さを有する合成
樹脂製の中空部材であって、図１、図２に示すように床材１の一辺と同じ長さを有してい
る。そして、図４、図５、図９等に示すように、第一部材２の片側には、床材１の受部１
ｂに挿入可能な複数本（図では６本）の挿入脚部２ｃが形成され、反対側には、床材１の
挿入脚部１ｃを挿入可能な複数本（図では６本）の方形枠状の受部２ｂが突き出して形成
されている。なお、この挿入脚部２ｃの両側面にも小さな抜け防止爪が突設され、挿入脚
部２ｃを床材の受部１ｂに挿入すると、抜け防止爪が受部１ｂに下方から係合して挿入脚
部２ｃが抜けないようになっている。
【００２６】
また、この第一部材２には、床材１のタイル１ａ間の目地部に対応するスリット部２ａ，
２ａが上面から深く形成され、このスリット部によって第一部材２が三つに区画されてい
る。そして、各区画の凹んだ中央部上面には開口部２ｄが一つずつ形成され、各開口部２
ｄの底に止具孔２ｅと接着剤注入部２ｆが設けられている。この接着剤注入部２ｆは、止
具孔２ｅから十字状にのびる下端開放の凸リブより成るもので、止具孔２ｅから接着剤を
凸リブの裏側へ注入できるようになっている。なお、開孔部２ｄの底に止具孔２ｅと接着
剤注入部２ｆの双方を設ける必要は必ずしもなく、いずれか一方が設けられていればよい
。
【００２７】
この第一部材２の取付けは、次のようにして行われている。即ち、受部１ｂが形成された
床材１の一辺に対する第一部材２の取付けは、図１６に示すように、第一部材２の挿入脚
部２ｃを床材１の受部１ｂに挿入、連結することによって行われており、一方、挿入脚部
１ｃが形成された床材１の一辺に対する第一部材２の取付けは、第一部材を１８０度反転
させ、図１７に示すように、第一部材２の受部２ｂに床材１の挿入脚部１ｃを挿入、連結
することによって行われている。そして、接着剤注入部２ｆに接着剤を注入して床面に接
着するか、或は、止具孔２ｅから床面に止具４をねじ込むか打ち込むことによって、第一
部材２が床面に固着されている。
【００２８】
また、第二部材３は、図１、図１６、図１７に示すように、その片側の高さが第一部材２
の高さと同一で、図１３、図１４、図１５に示すように上面３ａが片側から反対側に向か
って低くなるように傾斜した直角三角形の端面形状を有する合成樹脂製の中空部材であり
、図１、図２に示すように床材１の一辺と同じ長さを有している。そして、この第二部材
３の傾斜した上面３ａには、複数条（図では３条）の滑止め用の凹溝３ｂが形成されてい
る。
【００２９】
図１１に示すように、この第二部材３も第一部材２と同様にスリット部３ｃ，３ｃによっ
て三つに区画されており、各区画の上面３ａの片側から、第一部材２の各開口部２を覆う
鉤形に屈曲した被覆片３ｄが突設されている。また、この第二部材３の片側面３ｅには、
図１２、図１６、図１７に示すように、第一部材２の受部２ｂや挿入脚部２ｃの膨出下部
を挿入できる複数（図では６つ）の切欠部３ｆが形成されている。
【００３０】
この第二部材３は、各被覆片３ｄを第一部材２の開口部２ｄに被せると共に、該開口部２
ｄの口縁に形成された被係合部（不図示）に被覆片３ｄを係合させることによって、第一
部材２に取付けられている。このように第二部材３を第一部材２に取付けると、被覆片３
ｄによって第一部材２の開口部２ｄが覆われるので体裁が良くなる。この第二部材３を取
付けるときに、第二部材３の片側面３ｅに切欠部３ｆがなければ、第一部材２の受部２ｂ
や挿入脚部２ｃの膨出下部が片側面３ｅに当たって取付けが困難となるが、この第二部材
３は切欠部３ｆを形成して受部２ｂや挿入脚部２ｃの膨出下部が当たらないように挿入さ
せるため、第二部材３の片側面３ｅを第一部材２に密着させて取付けることができる。
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【００３１】
以上のような床材の端仕舞構造では、第二部材３の傾斜した上面３ａにより段差が解消さ
れてスロープが形成されるため、歩行者が躓く心配はなくなり、しかも、この傾斜した上
面３ａには滑止め用の凹溝３ｂが形成されているので、歩行者が足を滑らせることもない
。
【００３２】
そして、横風が吹いたときには、第二部材３の傾斜した上面３ａが風圧で押さえられ、横
風が傾斜した上面３ａ沿いに吹き上がって逃げるため、床材１や第一部材２や第二部材３
が簡単に吹き飛ばされる心配はない。特に、この端仕舞構造では、床材１に取付けられた
第一部材２が、止具孔２ｅから床面にねじ込むか打ち込んだ止具４、又は、接着剤注入部
２ｆに注入した接着剤によって床面に固着されており、この固着された第一部材２に第二
部材３が取付けられているので、床材１、第一部材２、第二部材３の横風による飛散を確
実に防止することができる。
【００３３】
また、第一部材２の開口部２ｄは第二部材３の被覆片３ｄによって被覆され、開口部２ｄ
を通して止具４や接着剤注入部２ｆが見えないので、この端仕舞構造は体裁も良好である
。
【００３４】
そして、受部１ｂが形成された床材１の一辺に対する第一部材２の取付けは、第一部材２
の挿入脚部２ｃを床材１の受部１ｂに挿入して連結することにより、また、挿入脚部１ｃ
が形成された床材１の一辺に対する第一部材２の取付けは、第一部材２を１８０度反転さ
せて、その受部２ｂに床材１の挿入脚部１ｃを挿入して連結することにより簡単に行うこ
とができるものであり、止具４や接着剤注入による第一部材２の床面への固着作業や、第
一部材２対する第二部材３の取付作業も簡単に行うことができるので、この端仕舞構造は
施工が容易である。
【００３５】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明の床材の端仕舞構造は、本発明の端仕舞部材であ
る第一部材と第二部材を使用して容易且つ体裁良く施工することができ、床面と床材との
間の段差が解消されてスロープが形成されるため歩行者が躓く心配がなくなり、横風が吹
いても床材や第一部材や第二部材が飛散するのを充分に防止できるといった顕著な効果を
奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る床材の端仕舞構造を示した部分斜視図である。
【図２】同端仕舞構造の分解部分斜視図である。
【図３】同端仕舞構造に用いる床材の平面図である。
【図４】同端仕舞構造に用いる第一部材の平面図である。
【図５】同第一部材の正面図である。
【図６】同第一部材の背面図である。
【図７】同第一部材の右側面図である。
【図８】図４のＡ－Ａ線拡大断面図である。
【図９】図４のＢ－Ｂ線拡大断面図である。
【図１０】図４のＣ－Ｃ線拡大断面図である。
【図１１】同端仕舞構造に用いる第二部材の平面図である。
【図１２】同第二部材の正面図である。
【図１３】同第二部材の右側面図である。
【図１４】図１１のＤ－Ｄ線拡大断面図である。
【図１５】図１１のＥ－Ｅ線拡大断面図である。
【図１６】受部が形成された床材の一辺における端仕舞構造を示す断面図である。
【図１７】挿入脚部が形成された床材の一辺における端仕舞構造を示す断面図である。
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【符号の説明】
１　床材
１ｂ　床材の受部
１ｃ　床材の挿入脚部
２　第一部材
２ｂ　第一部材の受部
２ｃ　第一部材の挿入脚部
２ｄ　開口部
２ｅ　止具孔
２ｆ　接着剤注入部
３　第二部材
３ａ　傾斜した上面
３ｄ　被覆片
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(8) JP 4064560 B2 2008.3.19

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】



(9) JP 4064560 B2 2008.3.19

【図１６】

【図１７】



(10) JP 4064560 B2 2008.3.19

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１１－０３００２０（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２１９９８４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              E04F  15/00
              E04F  15/02
              E04F  19/02


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

